
令和３年度第１回大東市子ども・子育て会議 

議題１「子ども・子育て支援事業計画の進捗状況報告について」 
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利用者支援事業について、存じません

ので質問させていただきます。 

保護者の身近な場所というのは、具体的

にどちらでしょうか? 

また、コロナで保護者の育児ストレス

はとても大きいものとなっていると感

じておりますので、見込みや確保をもう

少し増やしていただきたいと個人的に

思います。 

 

利用者支援事業につきましては、すこや

かセンター（保健医療福祉センター）で、

子育て世代包括支援センタ「ネウボランド

だいとう」において事業を実施しておりま

す。 

 ネウボランドだいとうでは、妊娠してか

ら出産・子育てを経て、子どもが１８歳に

なるまで、切れ目のない継続した相談支援

を行うことを目的とし、妊娠期から就学期

までの情報を集約するため、１カ所で取り

組みを進めております。 

 コロナ禍における育児ストレスは多大

なものであると考えられますことから、ネ

ウボランドだいとうを中心に、子育て支援

センターと連携しながら、子育て家庭への

支援を行ってまいります。 

中田順子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ感染の影響による量の見込み

や確保の内容や延べ人数に変化はない

のでしょうか。更に特記事項として書き

加える事項はありませんか。 

 

 

令和２年度および３年度につきまして

は、新型コロナウイルスの影響を受けて、

子ども・子育て支援事業計画における量の

見込みよりも実績値が大きく減少してい

る事業があります。 

 来年度は事業計画の中間見直しを行う

年度となっておりますので、コロナ禍の影

響も踏まえて、今後の見込みや確保方策に

ついて見直しを行ってまいります。 

土砂政德 資料１ 

３ページ 

４ページ 

Ⅱ地域子ども・子育て支援事業の実

績④地域子育て支援拠点事業と⑤一時

預かり事業について 

これらの事業につきましては令和２

年度および令和３年度ともに新型コロ

ナウイルス感染拡大の影響を大きく受

けており、量の見込みと実績との乖離

が大きくなっていると考えられます。 

そういった観点から、令和２年度２

回目の資料１の４ページのように、施

設の閉館状況、休止状況、予約利用制

 ご意見ありがとうございます。今後につ

きましては、事業の実施状況が分かります

よう、説明を加えてまいります。 



限、利用人数制限などの制限状況等の

説明文章を加えていただけると、事業

実施の状況が把握しやすいと思われま

す。よろしくお願い致します。 

野口大仁 資料１  

４ページ 

 

⑥病児・病後児保育事業 

あすなろ病児・病後児保育は新型コロ

ナウイルス感染症の拡大により事業を

休止中とありますが、再開の見込みはあ

るのでしょうか？新型コロナウイルス

感染症の拡大が原因であれば、終息まで

再開の見込みはないのでしょうか？ 

 

あすなろ病児・病後児保育室は、保育所

併設型の施設であり、在園児等の安全の確

保が十分とならない恐れがあることから、

現在休止しております。 

病児・病後児保育事業につきましては、

就労支援の取り組みの一環として、潜在的

な保育ニーズの他愛事業の１つとなって

おりますことから、今後の新型コロナウイ

ルス感染症の拡大状況を注視しながら、引

き続き再開時期を検討してまいります。 

⑦ファミリー・サポート・センター事業

について 

数字でみると利用率がかなり高く、需

要に供給が追いついていないように見

えますが、数字（事業の中身）に対して

の詳細と、今後の対策と展開があればお

聞かせください。 

 

 令和 3年度の利用実績（年間延べ 1,043

人）の主な内訳は、放課後児童クラブの迎

え及び預かり（520 人）、習い事等への送

迎（516 人）です。 

 当該事業では、定期的な利用者が多いこ

とから、依頼会員と提供会員が固定化され

ることにより、相互に安心感の高い援助活

動が実施されている状況です。 

 計画当初の見込み量に対しまして、利用

人数が増加の傾向にありますが、毎週２～

３回の定期利用の依頼会員に対しまして、

現在、169 名の提供会員登録がございます

ことから、支援の供給体制に支障はござい

ません。 

 しかしながら、登録会員 169 名のうち、

64 名（37.9％）が 65 歳以上であり、今後、

安定的な事業継続に向けた新規会員の獲

得が課題であると認識しており、業務委託

事業者とともにＰＲ強化に努めてまいり

ます。 

⑨乳児家庭全戸訪問事業 

本事業については、100％以上の数字

を達成していただいて、非常に頼もしく

思います。虐待防止の観点からも非 常

に重要な事業ですので、積極的に継続し

ていただければと思います。 

 



 ⑪妊婦健康診査事業 

妊婦の方にとっては非常に心強い事

業ですので、更なる充実を図っていただ

ければと思います。 

 

 


